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※概要（Summary ）： 

マイクロプラズマ技術は局所的に高い電子密度の

プラズマを生成することが可能であり、様々な分野に

おいて注目されている。本研究では、大気圧プラズマ

放電及び、MEMS 技術を用いた真空紫外光を発する

マイクロプラズマ光源システムの開発を目的とした。

今回、実際のシステムで大きな体積を占める電源の小

型化を目指し、車載無線用 144 MHz 電源を利用した

可搬プラズマ光源システムを開発した。そして、真空

紫外発光分光法を用いた発光特性の評価を実施した

結果、原子スペクトルを発する光源として十分な特性

を有することがわかった。  
※実験（Experimental）： 
・利用装置：真空紫外吸収分光計(原子状ラジカルモ

ニター) 
開発した誘導結合型プラズマ(ICP)光源は、外径 3 

mm の銅パイプを用いた 6 ターンのコイル内に、内径

0.3 mm の石英管を通し、さらにその石英管内に点火

用の浮遊電極（W 線）を通した構造となっている。本

研究では上記装置とともに紫外-可視域の分光器を用

いて、開発した光源の真空紫外発光分光計測および水

素原子のバルマーβライン(波長：486.13 nm)の発光ス

ペクトルからプラズマ電子密度の評価を実施した。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

開発した ICP 光源は、放電ガス He+H2 (0.3％)に
おいて得られる水素原子のバルマーβ ラインの発光ス

ペクトル線幅から、その電子密度が 5×1015 cm-3 と見

積られ、高密度なプラズマであることが分かった。さ

らに、図１に示す真空紫外発光スペクトルの分光測定

結果より、 H 原子(121.6 nm)、O 原子(130.4 nm)、N
原子(120.0, 149.5, 174 nm)のピークを確認でき、真空

紫外光源として有望であることを確認した。 

 

図１ 可搬プラズマ光源システムの真空紫外発光 
スペクトル 

 

※その他・特記事項（Others）： 
・今後の課題 

MEMS 技術を用いて、更に小型なプラズマ源を作成

し、その発光分光計測を実施する予定である。 
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